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「
お
み
く
じ
」
の
起
源
と
諸
相

太

田

正

弘

は
じ
め
に

　
「
お
み
く
じ
」
は
、
漢
字
で
書
け
ば
「
御お

御み

く
じ
」、
或
い
は
宛
字

で
「
御お

神み

く
じ
」
で
、「
御お

神み

酒き

」・「
御お

神み

輿こ
し

」
な
ど
と
同
じ
く
、

「
く
じ
」
に
「
お
」
と
「
み
」
を
二
重
に
つ
け
た
丁
寧
な
言
ひ
方
で

あ
つ
て
、
本
来
の
言
葉
は
「
く
じ
」
で
あ
る
。
そ
の
「
く
じ
」
に
は
、

「
鬮
」
と
「
籤
」
の
二
字
が
使
は
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
字
、
鬮

は
「
鬭た

た
かひ
取
る
」、
籤
は
「
数か
ず

取と
り

」
の
義
で
、
本
来
、「
く
じ
」
の
意

味
で
は
な
い
が
、
我
が
国
で
は
、「
く
じ
」
と
読
ま
れ
て
ゐ
る
。
し

か
し
、
共
に
画
数
が
多
い
漢
字
な
の
で
、「
孔く

子じ

」
と
宛
字
さ
れ
る

こ
と
が
あ
つ
た
。

　
「
占
ひ
」
や
「
く
じ
」
に
よ
つ
て
神
意
を
伺
ふ
と
云
ふ
こ
と
は
、

古
く
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
た
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
吉
凶
と
文

章
を
引
い
た
数
字
に
よ
つ
て
、
そ
れ
を
知
る
と
云
ふ
、「
お
み
く
じ
」

は
、
大
陸
の
影
響
で
始
ま
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
ひ
な
い
で

あ
ら
う
が
、
そ
の
時
期
は
、
は
つ
き
り
し
な
い
。「
観
音
籤
」
と
云

ひ
、
元が

ん

三ざ
ん

大
師
に
よ
つ
て
始
め
ら
れ
た
と
云
ふ
「
元
三
大
師
御
籤
」

と
云
ひ
、
そ
れ
は
仏
教
系
（
観
音
信
仰
）
で
、
日
本
に
於
い
て
は
天

台
系
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
が
国
に
於
い
て
は
、
当
時
、
神
仏
習
合

の
時
代
で
あ
つ
た
こ
と
も
あ
り
、
社
寺
双
方
で
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、

そ
れ
に
対
し
、
遅
れ
て
和
歌
で
占
ふ
「
歌う

た

占う
ら

」
系
な
ど
が
現
は
れ
る
。

し
か
し
、
い
づ
れ
に
し
て
も
「
占
ひ
」
で
あ
る
か
ら
、
易
（
八
卦
）

の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、「
お
み
く
じ
函
」
よ
り
振
出
し
た
、
串
に
書
か

れ
た
数
字
（
文
字
の
場
合
も
あ
る
）、
又
は
「
賽さ
い

子こ
ろ

」
を
振
つ
て
出
た

数
字
（
同
上
）
に
よ
つ
て
、「
お
み
く
じ
本
」
の
内
容
を
誰
か
（
例
へ

ば
寺
の
住
職
）
に
読
ん
で
説
明
を
し
て
貰
ふ
か
、
自
ら
読
ん
だ
も
の

で
、
一
枚
物
の
「
お
み
く
じ
札
」
は
、
江
戸
後
半
期
に
始
ま
つ
た
も

の
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
、「
お
み
く
じ
」
は
現
在
の
様
な
手
軽
な

も
の
で
は
な
く
、
厳
粛
・
鄭
重
な
も
の
で
、
以
下
に
述
べ
る
様
に
、
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そ
れ
は
戦
前
に
於
い
て
も
さ
う
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
、
今
日
の
様
な

手
軽
な
占
ひ
と
な
り
、
各
社
寺
で
種
々
の
「
お
み
く
じ
札
」
が
出
さ

れ
る
様
に
な
つ
た
。

「
お
み
く
じ
」
の
起
源

　
「
占
ひ
」
や
「
く
じ
」
に
よ
つ
て
、
神
意
を
伺
ふ
と
云
ふ
こ
と
は

古
く
か
ら
あ
る（

（
（

が
、
我
が
国
に
於
い
て
、
今
日
の
様
な
、
引
い
た
番

号
に
よ
つ
て
吉
凶
を
占
ふ
こ
と
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
つ
た
も
の
で
あ

る
か
、
は
つ
き
り
と
示
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
大
陸
の
影
響
で
あ

る
こ
と
は
間
違
ひ
な
い
で
あ
ら
う
。

　

南
宋
後
期
（
鎌
倉
中
期
）
の
『
釈
門
正
統
』
に
、「
百
籤
は
震
旦
の

天
竺
寺
よ
り
、
百
三
十
籤
は
越
の
円
通
寺
よ
り
出
づ
」（
原
漢
文
）、

と
記
し
て
ゐ
る（

（
（

。
そ
の
「
百
籤
」
の
一
つ
で
あ
る
『
観
音
百
籤
占
決

諺
解
』（
貞
享
四
年
序
、
刊
）
に
、「
本
朝
に
伝
来
し
て
所
々
に
之
れ

有
り
と
雖
も
世
間
に
流
布
す
る
こ
と
は
濃
州
大
慈
山
小
松
寺
の
正
本

を
以
つ
て
規
矩
と
な
す
」（
原
漢
文
）
と
記
し
、
翌
貞
享
五
年
の
年
記

の
あ
る
佚
名
「
元
三
大
師
」
系
の
版
本
（
中
澤
伸
弘
氏
蔵
）
に
も
、

右
、
此
百
籤
者
、
以
濃
州
大
慈
山
小
松
寺
之
正
本
、
校
正
焉

と
記
し
て
ゐ
る
。
小
松
寺
は
現
岐
阜
県
関
市
に
所
在（

（
（

。

　

又
、『
東
叡
山
寛
永
寺
元
三
大
師
縁
起
』
下（

（
（

に
は
、
天
海
僧
正
が

戸と

隠が
く
し

山や
ま

（
現
長
野
県
内
）
に
在
る
観
音
籤
を
元
三
大
師
の
影
像
の
前

に
置
き
、
一
心
に
祈
つ
て
籤
を
引
く
と
吉
凶
を
知
ら
せ
る
、
と
云
ふ

夢
を
見
た
。
そ
こ
で
戸
隠
の
御
籤
と
同
じ
観
音
籤
を
寛
永
寺
（
現
東

京
都
内
）
に
置
い
た
、
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、「
元
三
大
師
御

籤
（
鬮
）」
は
、「
戸
隠
山
観
音
籤
」
が
元
だ
と
云
つ
て
ゐ
る（

（
（

。
元
三

大
師
と
は
、
天
台
座
主
（
延
暦
寺
）
十
八
世
良
源
（
慈
恵
大
師
）
の
こ

と
で
、
平
安
前
期
の
人
で
あ
る
。
正
月
三
日
に
亡
く
な
つ
た
の
で
、

「
元
三
大
師
」
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
元
三
大
師
と
云
ひ
、
後
述
の
「
歌
占
」
の
安
倍
晴

明
・
顕
昭
と
云
ひ
、
假
託
で
あ
つ
て
、
真
の
作
者
も
成
立
年
も
不
詳

で
あ
る
。
そ
こ
で
天
海（
江
戸
前
期
の
天
台
僧
、
慈
眼
大
師
）が
始
め
た

か
否
か
は
別
と
し
て
、「
お
み
く
じ
」
は
、
我
が
国
に
於
て
は
江
戸

前
期
頃
よ
り
始
ま
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
一
般
に
思
は
れ
て
ゐ
る
。

　

こ
の
起
源
説
に
対
し
て
、
司
東
真
雄
氏
は
「
天
台
寺
什
物
の
応
永

銘
『
観
音
籤
』
考（

（
（

」
の
中
で
、
天
台
宗
山
門
派
の
祖
、
円
仁
（
慈
覚

大
師
）
が
平
安
初
期
、
唐
か
ら
請
来
し
た
中
に
駱
賓
王
（
初
唐
の
詩

人
）
撰
の
『
判
一
百
條
』
が
あ
り（

（
（

、
こ
れ
が
「
百
籤
」
の
こ
と
で
は

な
い
か
と
云
ひ
、
円
仁
の
住
ん
だ
比
叡
山
横
川
の
首
楞
厳
院
に
伝
は

り
、
の
ち
、
こ
こ
に
住
ん
だ
良
源
（
元
三
大
師
）
が
、『
判
一
百
條
』

を
も
と
に
、
観
音
の
託
宣
と
し
て
籤
を
伝
へ
、
こ
れ
が
「
観
音
籤
」

と
云
は
れ
る
様
に
な
つ
た
と
推
論
し
、「
こ
れ
ら
か
ら
推
し
て
、
天

台
寺
の
応
永
銘
観
音
籤
（
後
述
）
の
原
本
は
、
円
仁
請
来
の
『
判
一

百
條
』
そ
の
も
の
の
写（

マ

書マ
）
と
断
じ
た
い
の
で
あ
る
」
と
し
て
ゐ
る
。

　

そ
し
て
、『
戸
隠
山
三
所
大
権
現
略
縁
起
』（
天
保
十
五
年
奥
書
（
（
（

）
に
、
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「
奥
院
百
籤
函
筒
記
一□
」
と
し
て
、

天
竺
霊（

マ

観マ
（
音
籤
頌
一
百
首
籠
、
捨
入
信
州
路
戸
隠
山
顕
光
寺
本

院
御
在
所
者
也
、
応
永
第
二
三
月
日　

釈
有
賢
置
之

と
見
え（

（₀
（

、
岩
手
県
二
戸
市
の
天
台
寺
に
、
同
じ
応
永
十
六
年
銘
の

「
お
み
く
じ
函
」
と
、
そ
の
中
に
、
当
時
の
「
串
」
八
十
八
本
が
残

存
し
て
を
り
、「
お
み
く
じ
函
」
の
銘
文
は
次
の
様
に
あ
る（

（（
（

。

天
竺
霊
感
観
音
籤
一
百

伝
聞
、
茲
籤
於
東
土
占
减（

臧
）否
、
頗
多
霊
験
矣
、
仍
以
唐
本
謄
竹

簡
、
而
奉
捨
入
于
八
葉
山
天
台
寺
、
只
恐
布

（
マ
マ
（烏
焉
諸
訣
之
乎

右
占
時
者
、
即
先
誦
経
咒
、
焚
香
礼
拝
、
求
絶
疑
情
、
致
信
心
、

三
度
取
当
観
察
諸
吉
凶
、
専
二
度
可
用
之
也

　

応
永
十
六
禩
己丑
卯
月
八
日

　

願
主
沙
門
白
雲
道
山
謹白

　

右
の
「
串
」
に
は
、
番
号
と
次
に
記
す
「
観
音
籤
」
系
と
同
じ
五

言
四
句
の
籤
句
、
及
び
吉
凶
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

但
、
戸
隠
山
の
も
の
も
天
台
寺
の
も
の
も
、「
天
竺
霊
（
感
）
観

音
籤
」
と
あ
る
の
で
、
司
東
真
雄
氏
の
推
論
の
如
く
、『
判
一
百
條
』

が
元
で
は
な
く
、
支
那
の
天
竺
寺
が
元
で
あ
ら
う
、
と
思
ふ
。
そ
の

元
は
と
も
か
く
と
し
て
、
室
町
中
期
の
応
永
二
年
・
十
六
年
に
、
既

に
「
天
竺
霊
感
観
音
籤
」
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
の
普
及
状
況
に
就
い
て
は
、
貞
享
元
年
序
の
『
雍
州
府
志
』
巻

四
、「
真
正
極
楽
寺
」（
真
如
堂
、
天
台
宗
）
の
項
に
、

此
ノ
像
（
元
三
大
師
像
）
ハ
元
三
大
師
ノ
之
所
二
自
雕
刻
一ス
ル
也
、
毎

月
三（

マ

日マ
（
十
八
日
二
十
八
日
開
帳
、
取
ノレ
鬮
ヲ
之
人
、
常
ニ
不
スレ
絶
ヘ
、

此
ノ
鬮
ハ
中
華
ニ
所
レ
用
、
観
音
百
籤
ノ
之
法
ナ
リ
也
、
宗
門
ノ
徒
、

謂
テ
慈
恵
ヲ一
為
二
観
音
ノ
化
現
ト一
、
故
ニ
用
レ
之
ヲ
、
依
以
テ二
観
音
百

籤
ヲ一
附
二
託
ス
ル
之
ヲ一
者
ナ
リ
也

と
見
え
、
こ
の
鬮
は
「
中
華
に
用
ひ
ら
れ
る
観
音
百
籤
で
あ
る
」
と

云
ひ
、
慈
恵
（
元
三
大
師
）
を
観
音
の
化
現
と
す
る
、
と
述
べ
て
ゐ
る
。

　

又
、
享
保
十
七
年
刊
の
『
修
験
故
事
便
覧
』
巻
二
に
、「
鬮ク

ジ

」
の

項
が
あ
り
、「
神
社
仏
閣
ノ
宝
前
ニ
各
鬮
ヲ
安
置
セ
リ
」
と
見
え
る

如
く
、
江
戸
中
期
に
は
、
各
社
寺
に
普
及
し
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
。

　図 1�　『観音百籤占決諺解』（「第一大吉」）
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さ
て
、「
お
み
く
じ
本
」
の
書
名
が
「
観
音
籤
」
系
と
「
元
三
大

師
」
系
の
占
ひ
の
元
は
、
五
言
四
句
の
籤
句
（「
頌
」
と
も
見
え
る
）

で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
の
籤
句
は
共
に
、

七
宝
浮
図
塔　

高
峯
頂
上
安　

衆
人
皆
仰
望　

莫
作
等
閑
看

で
（
図
1
参
照
）、
以
下
百
番
ま
で
、
一
部
差
異
は
あ
る
が
（
後
述
）、

大
凡
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
沖
縄
に
伝
は
る
『
観
音
霊
籤（

（（
（

』
の
第

一
は
、天

開
地
闢
作
良
縁　

日
吉
時
良
萬
物
全　

若
得
此
籤
非
小
可　

人
行
忠
正
帝
王
宣

の
如
く
七
言
四
句
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
も
大
陸
か
ら
伝
つ
た
も
の

で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
輸
入
さ
れ
た
唐
本
に
挟
込
ま
れ
て
ゐ
た
「
福

主
霊
籤
」（
後
述
）
も
七
言
四
句
で
あ
る
が
、
右
の
『
観
音
霊
籤
』

の
籤
句
と
は
違
ふ
。
尚
、
現
在
の
台
湾
の
寺
廟
で
出
さ
れ
る
「
霊
籤

札
紙
」（
お
み
く
じ
札
）
も
七
言
四
句
で
あ
る
が
、
一
様
で
は
な
く
、

数
種
あ
る
様
で
あ
る
。

　

江
戸
後
期
の
著
述
家
（
家
業
薬
舗
、
の
ち
禄
仕
す
）、
山
崎
美
成
の

随
筆
『
三
養
雑
記
』（
天
保
十
一
年
刊
）
の
巻
一
に
、「
観
音
籤　

関

帝
籤　

福
主
霊
籤
」
の
項
が
あ
り
、（「
福
主
霊
籤
」
に
就
い
て
は
後
述
）、

そ
の
中
に
、

吾
邦く

に

に
ハ
い
に
し
へ
慈
覚
大
師
の
観
音
籤
を
将
来
あ
り
し
よ
り

こ
の
か
た
、
い
づ
れ
の
神
仏
に
も
堂
社
に
も
、
た
ゞ
観
音
籤
を

の
ミ
用
ゆ
る
な
ら
ひ
と
な
れ
り
。（
振
假
名
を
殆
ど
略
し
た
）

と
、「
観
音
籤
（
元
三
大
師
籤
）」
は
、
慈
覚
大
師
（
円
仁
）
が
伝
へ
た

も
の
で
、
神
仏
に
関
り
な
く
、
殆
ど
の
社
寺
で
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
、

と
記
し
て
ゐ
る
。

　

以
上
、
現
在
も
我
が
国
に
於
い
て
通
用
し
て
ゐ
る
「
観
音
籤
」

（「
元
三
大
師
籤
」）
の
元
に
就
い
て
、
支
那
浙
江
省
の
天
竺
寺
（
上
天

竺
寺
）
で
あ
ら
う
と
、
述
べ
て
き
た
が
、『
仏
説
潅
頂
七
萬
二
千
神

王
護
比
丘
呪
経
』
巻
第
十
『
仏
説
潅
頂
梵
天
神
策
経
』（
イ
『
仏
説
大

潅
頂
神
呪
経
』、「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
廿
一
巻
所
収
）
に
、

梵
天
王
、
仏
に
白
し
て
言
は
く
、
人
民
、
心
中
に
疑
惑
あ
り
て

決
す
る
こ
と
能
は
ず
。
今
、
仏
の
威
神
力
を
承
け
、
一
百
偈
頌

の
神
策
を
な
さ
ん
と
欲
す
。
世
尊
の
聴
許
を
願
ふ
。
仏
、
善
哉

善
哉
と
言
ふ
。
梵
天
王
、
仏
の
威
神
を
承
け
、
一
百
偈
頌
を
萬

姓
に
示
し
て
疑
ひ
を
決
し
、
人
の
吉
凶
を
知
ら
し
む
。
今
、
偈

頌
を
以
つ
て
説
く
卦
に
曰
は
く
、（
以
上
要
旨
）

と
し
て
、
五
言
の
偈
頌
を
列
ね
て
ゐ
る
。
そ
の
始
め
の
四
句
は
、
次

の
如
く
で
あ
る
。

若
聞
仏
呪
経　

百
魅
皆
消
形　

舍
宅
得
安
穏　

県
官
不
横
生

　

所
が
、
そ
の
五
言
の
数
は
、
七
百
九
十
あ
る
。「
一
百
偈
頌
」
と

す
る
と
、
一
偈
頌
は
七
、
九
と
な
る
の
で
、
こ
の
七
百
九
十
が
ど
の

様
に
し
て
一
百
偈
頌
に
な
る
の
か
不
詳
で
あ
る
。
そ
の
偈
頌
を
列
ね

た
あ
と
に
、

人
、
此
の
神
策
法
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
時
は
、
竹
帛
に
此
の
偈
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を
書
き
、
五
色
の
綵
を
以
つ
て
囊
を
作
り
、
之
に
（
竹
帛
を
）

盛
り
、
若
し
卜
は
ん
と
欲
す
る
時
は
、
三
策
を
探
り
取
り
、
七

策
に
至
り
て
審
定
、
疑
ひ
な
し
。（
要
旨
）

と
、
策
を
「
お
み
く
じ
函
」
な
ら
ぬ
、「
お
み
く
じ
袋
」
に
入
れ
る

と
記
し
て
ゐ
る
。
右
の
「
策
」
は
竹
札
、「
帛
」
は
絹
地
、「
綵
」
は

綾
絹
。

　

右
の
記
載
に
よ
れ
ば
、「
一
百
偈
頌
」
籤
は
天
竺
発
祥
と
云
ふ
こ

と
に
な
る
が
、「
策
」
や
「
帛
」
が
当
時
の
印
度
に
あ
つ
た
の
で
あ

ら
う
か
。

　

又
、『
占
察
善
悪
業
報
経
』
巻
上
（「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
十
七
巻

所
収
）
に
は
、

吉
凶
を
占
は
ん
と
す
る
時
は
、
木
を
小
指
の
如
く
一
寸
に
刻
み
、

其
の
四
面
を
平
ら
に
し
、
両
頭
を
斜
め
に
漸
去
す
。（
以
上
要

旨
）

と
あ
り
、
四
面
な
の
に
、「
其
の
輪
相
は
三
種
の
差
別
あ
り
」
と
し
、

又
、

木
を
刻
み
て
十
輪
と
為
し
、
此
の
十
輪
に
依
り
、
十
善
の
名
を

書
記
し
、
次
に
十
悪
を
以
て
、
十
善
に
対
し
て
書
し
、（
要
旨
）

と
、
木
を
刻
ん
で
十
面
を
作
る
？
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、

「
お
み
く
じ
本
」（
二
）
の
項
に
記
し
た
、
棒
状
の
「
賽さ
い

」
で
あ
る
。

「
お
み
く
じ
」
の
作
法

　
「
お
み
く
じ
」
は
、
現
在
で
は
神
社
、
或
い
は
寺
院
で
受
け
ら
れ

る
手
軽
な
占
ひ
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
今
日
の
様
な
簡
便
な
扱
ひ
は
割

と
新
し
い
こ
と
で
、
本
来
は
厳
粛
・
鄭
重
な
も
の
、
と
云
ふ
よ
り
煩

瑣
な
程
で
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
に
就
い
て
は
、
前
項
に
引
用
し
た
室

町
時
代
の
天
台
寺
の
「
お
み
く
じ
函
」
の
銘
文
に
も
、「
占
ふ
時
に

は
」
と
し
て
記
し
て
ゐ
る
が
、
江
戸
時
代
の
「
お
み
く
じ
本
」
に
は

種
々
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

例
へ
ば
、『
観
音
百
籤
占
決
諺
解
』
に
は
、「
此
の
占
を
求
め
ん
と

欲
す
る
人
は
法
華
経
普
門
品
三
巻
を
誦
し
、
正
観
音
・
千
手
・
十
一

面
等
の
真
言
、
各
の
三
百
三
十
反
を
唱
へ
、
礼
拝
三
十
三
度
、
然
る

後
、
籤
を
取
る
可
き
者
な
り
」（
原
漢
文
）
と
記
し
、「
元
三
大
師
」

系
の
「
お
み
く
じ
本
」
に
は
更
に
、「
御
籤
を
と
ら
ん
と
思
は
ゞ
先

身
を
清
め
手
を
洗
、
口
漱
ぎ
、
香
を
た
き
至
心
に
観
世
音
を
念
じ
」

た
上
で
、
前
記
の
如
く
行
ひ
、
又
、
更
に
「
お
み
く
じ
函
」
を
「
三

度
頂
戴
し
て
、
次
に
記
す
願
文
を
読
、
其
事
を
念
じ
て
箱
よ
り
ふ
り

出
す
べ
し
」（
後
略
、『
元
三
大
師
御
鬮
諸
鈔
』）、
と
追
加
し
て
を
り
、

こ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
と
思
ふ
程
の
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。

　
『
安
倍
晴
明
う
た
占
』
に
は
、

ま
づ
て（

手
水
）

う
す
・
う
が
い
し
て
、
此
三
し
や
の
御
が
み
御
名
を
と

な
へ
、
お
く
に
し
る
す
一
し
ゆ
の
う
た
を
三
べ
ん
と
な
へ
（
下
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略
）、

　
「
三
べ
ん
と
な
へ
る
哥
」
と
し
て
、

い
に
し
へ
の
神
の
子
ど
も
の
あ
つ
ま
り
て　

つ
く
り
し
う（

占
）ら
ぞ

ま
さ
し
か
り
け
る

と
記
し
て
ゐ
る
。
又
、『
天
満
宮
六
十
四
首
歌
占
御
鬮
抄
』（
天
満
宮

歌
占
）
に
は
、「
此
み
く
じ
を
う
つ
時
、
む
か
ふ
か
た
の
事
」
と
し
て
、

春
ハ
ひ
が
し　

夏
ハ
ミ
な
ミ　

秋
ハ
に
し　

冬
ハ
き
た

こ
の
か
た
に
む
か
ひ
て
め
を
ふ
さ
ぎ
、
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
て
右

の
て（

天

神

経

）

ん
じ
ん
き
や
う
三
ぐ
ハ
ん
ど
く
じ
ゆ
し
、
な
む
大
じ
大
ひ

の
く
ハ
ん
せ
お
ん
ぼ
さ
つ
と
三
十
三
べ
ん
と
な
へ
、
つ
ぎ
に
、

　
　

○�

ち
ハ
や
ぶ
る
神
の
子
ど
も
の
あ
つ
ま
り
て　

つ
く
り
し

う
ら
ハ
ま
さ
し
か
り
け
り

此
う
た
を
三
べ
ん
と
な
へ
て
、
く
じ
を
三
た
び
ふ
り
て
、
そ
の

出
た
る
く
じ
の
一
二
三
四
に
ま
か
せ
て
、
ひ
き
あ
ハ
せ
て
よ
し

あ
し
を
う
ら
な
ふ
な
り
。

と
記
し
て
ゐ
る
。
又
、『
神
代
正
語
籤
』
に
は
、「
お
み
く
じ
」
を
引

く
時
に
、
神
前
で
奏
す
る
祝
詞
が
、
次
の
如
く
書
か
れ
て
ゐ
る
。

掛
巻
毛
可カ

畏シ
コ
岐

其ソ
レ
ノ

大
神
能
広
前
尓
可カ

恐シ
コ
美
可
恐
美
毛
白
久
爰
仁
願ネ
キ

主ヌ
シ

某ソ
レ
カ
シ
我
身
上
尓
事
有
弖
其
吉ヨ
シ

凶ア
シ
乎
欲シ
ラ

知マ
久
憑ヨ
リ
弖
神
代
尓
有
来コ
之
御
手
風ブ
リ

乃

随
マ
ニ
マ
ニ

移
世
流

御
籤
戴
弖

其
可ス
ス
ム

進ベ
キ

可
シ
リ
ゾ
ク

退ベ
キ
能

可ヨ
シ

否ア
シ
乎

定
牟ン
登
寸

仰
ア
ウ
キ

願ネ
ガ
ハ
ク
者
大
御
神
等タチ

広ヒ
ロ
ク

厚ア
ツ
キ

恩ミ

頼タ
マ

賜タ
バ
リ
弖
鏡
尓
影
乎
移
世
流
加
如ゴ
ト

好ヨ
キ
者
好

悪ア
シ
キ
者

凶ア
シ
キ
登
卜ウ
ラ

合ア
ハ
セ

教ヲ
シ
ヘ

諭サ
ト
志
賜
陪
登
可
畏
美
可
畏
美
申
寿　
（
振
假
名
を

適
宜
略
し
た
）

　

そ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
例
へ
ば
、
愛
知

県
一
宮
市
の
真
清
田
神
社
で
は
、
大
正
九
年
十
月
一
日
に
初
め
て
、

「
神み

籤く
じ

」
を
拝
殿
に
設
置
し
た
が
、
そ
の
取
扱
ひ
は
、「
依
頼
者
あ
る

時
は
神
籤
箱
を
正
中
に
置
き
、
祝
詞
黙
奏
の
上
、
振
出
す
こ
と
」
と
、

そ
の
「
社
務
日
誌
」
に
記
し
て
を
り
、
昭
和
十
二
年
初
版
の
『
神
道

大
辞
典
』
の
「
御ミ

鬮ク
ジ

」
の
項
に
は
、
筒
を
「
神
仏
の
前
に
置
き
」
と

記
し
て
ゐ
る
様
に
、
江
戸
期
よ
り
は
簡
略
に
な
つ
た
と
は
云
へ
、
今

日
の
様
な
気
軽
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

　

そ
れ
は
、「
お
み
く
じ
」
を
引
く
時
だ
け
で
は
な
く
、「
お
み
く
じ

本
」
を
見
る
時
も
、
次
の
様
に
云
つ
て
ゐ
る
。

此
の
書
物
は
身
を
清
め
、
口
を
漱
ぎ
手
を
洗
ひ
、
三み

度た
び

、
之（
本
）を

頂
戴
し
て
、
之
を
閲ひ

ら

く
べ
し
。
白
あ
か
ら

地さ
ま

に
畳
の
上
に
直ぢ
き

に
置
く
べ

か
ら
ず
。
清
器
を
以
つ
て
直
し
、
紙
を
以
つ
て
之
に
敷
く
べ
き

也
。（『
元
三
大
師
百
籤
鈔
』、
原
漢
文
）

　

又
、「
お
み
く
じ
」
を
引
く
日
時
と
し
て
、「
元
三
大
師
」
系
の
多

く
の
本
に
は
、
次
の
様
な
記
述
が
見
え
る
（
図
2
参
照
）。

　

み
く
じ
不あ

は

合ざ
る

時
の
事

甲
乙
の
日
は
巳
・
午
・
酉
の
時　

丙
丁
の
日
は
寅
・
卯
・
亥
・

子
の
時　

戊
己
の
日
は
丑
・
卯
・
辰
・
巳
の
時　
（
以
下
略
）

　

ぐ
わ
ん
じ
や
う
じ
ゆ
日
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正
月
と
ら
の
日　

二
月
ミ
の
日　

三
月
さ
る
の
日　
（
以
下
略
）

　

不
成
就
日
之
事

正
月　

三
日　

十
一
日　

十
九
日　

廿
七
日　

二
月
二
日　

十

日　

十
八
日　

廿
六
日　
（
以
下
略
）

　

こ
の
様
に
、
作
法
だ
け
で
は
な
く
、「
お
み
く
じ
」
を
引
い
て
は

い
け
な
い
時
間
や
、
願
ひ
が
成
就
す
る
日
、
成
就
し
な
い
日
、
と
云

ふ
も
の
が
あ
つ
た
。

「
お
み
く
じ
本
」　（
一
）「
観
音
籤
」
系
と
「
元
三
大
師
」
系

　

歌
占
本
な
ど
が
出
現
す
る
前
の
「
お
み
く
じ
本
」
は
そ
の
書
名
に

よ
つ
て
、「
観
音
籤
」
系
と
「
元
三
大
師
」
系
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
内
容
は
前
述
の
様
に
、
共
に
百
籤
（
一
番
～
百
番
）
で
、

同
じ
五
言
四
句
の
籤
句
を
置
き
、
そ
れ
を
解
い
て
説
明
す
る
点
に
於

い
て
同
じ
で
あ
る
。
只
、
元
の
籤
句
は
同
じ
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
解

釈
が
違
つ
た
り
、
精
粗
が
あ
り
、
絵
を
添
へ
る
、
添
へ
な
い
な
ど
の

違
ひ
は
あ
る
。

　

そ
の
籤
句
は
前
引
の
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
書
写
の
間
に
誤
写
が

生
じ
、
所
々
違
ふ
も
の
が
あ
る
と
云
ひ
、『
観
音
百
籤
占
決
諺
解
』

に
は
、
そ
の
異
同
二
十
五
ケ
所
を
挙
げ
て
ゐ
る
。
又
、
そ
の
吉
凶
に

も
差
異
が
あ
り
、『
新版
元
三
大
師
百
籤
和
解
』
の
「
第
二
小
吉
」
の

欄
外
に
は
、「
百
籤
和
解
、
作
半
吉
、
大
本
御
鬮
、
作
前
凶
後
吉
」

と
記
し
て
ゐ
る
（
以
下
略
）。
尚
、
天
台
寺
の
第
二
番
は
凶
で
あ
る
。

　

現
在
、
確
認
さ
れ
る
「
観
音
籤
」
系
の
最
古
の
版
本
は
、

　
観�

音
籤
（
天
竺
霊
感
観
音
頌
百
首
）　

一
冊　

一
任
子
跋　

寛
文
十

年
以
前
刊

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
寛
文
十
年
の
「
書
籍
目
録
」（
出
版
目
録
）
に
見

え
る
も
の
で
、
所
在
は
確
認
さ
れ
な
い
（
こ
の
書
名
に
つ
い
て
註

（
（
）
参
照
）。
所
在
が
確
認
さ
れ
る
最
古
の
版
本
は
、

　
観
音
百
籤
占
決
諺
解　

二
冊　

拙
道
著　

貞
享
四
年
序
、
刊

で
（
図
1
参
照
）、
次
に
隠
元
隆
琦
著
『
霊
感
観
音
籤
三
十
二
卦
占
』

（
観
音
籤
三
十
二
卦
）
一
冊
、
原
見
道
純
訳
、
元
禄
七
年
序
、
刊
（
こ

の
「
三
十
二
卦
」
に
就
い
て
は
未
見
の
た
め
不
詳
）・『
霊
感
観
世
音
吉
凶

卜
籤
考
』
一
冊
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
亮
潤
著
『
観
音
籤
註
』（
観

図 2　『元三大師御鬮詳解』の見返
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音
籤
詳
解
・
民
用
晴
雨
鬮
）
一
冊
、
元
禄
八
年
序
、
刊
（
こ
の
「
晴
雨

鬮
」
に
就
い
て
も
不
詳
）。
そ
の
次
は
元
禄
十
一
年
の
「
書
籍
目
録
」

に
見
え
る
『
観
音
籤
』
二
冊
と
、
明
和
年
間
の
「
書
籍
目
録
」
に
見

え
る
『
観
音
籤
口
解
』
一
冊
（
敬
雄
著
）
が
確
認
さ
れ
る
が
、
以
後
、

江
戸
後
半
期
に
「
観
音
籤
」
系
の
書
名
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い

（
以
上
、『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
）。

　

そ
の
「
観
音
籤
」
系
よ
り
、
や
ゝ
遅
れ
て
現
は
れ
、
江
戸
中
後
期

を
通
じ
て
多
く
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
「
元
三
大
師
」
を
冠
す
る
書
名

の
版
本
で
あ
る
。「
元
三
大
師
」
系
と
し
て
所
在
が
確
認
さ
れ
る
最

初
の
版
本
は
、

　
元
三
大
師
百
籤
和
解　

一
冊　

天
和
三
年
版

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
再
刻
本
に
「
原
版
」
と
し
て
見
え
る
も
の
で
、

元
版
の
所
在
は
確
認
さ
れ
な
い
。
所
在
が
確
認
さ
れ
る
も
の
は
、

「
貞
享
元
年
甲

子
八
月
下
旬
」
の
刊
記
が
あ
る
「
元
三
大
師
」
系
の
佚

名
本
（
椿
大
神
社
蔵
）
で
あ
る
。
以
後
、

『
元
三
大
師
百
籤
』・『
元
三
大
師
御
籤
抄
』・『
元
三
大
師
御

鬮
』・『
画註
元
三
大
師
御
鬮
詳
解
』・『
元
三
大
師
御
鬮
抄
』・『
元

三
大
師
御
鬮
之
記
』・『
元
三
大
師
御
鬮
詳
解
』・『
御
籤
百
籤

解
』・『
元
三
大
師
御
鬮
抄
大
成
』・『
元
三
大
師
御
鬮
抄
弁
解
』・

『
元
三
大
師
御
鬮
諸
鈔
』（
図
3
参
照
）・『
元
三
大
師
御
鬮
絵

抄
』・『
元
三
大
師
御
鬮
詞
伝
』（
以
上
、
刊
行
順
）・『
元
三
大
師

百
籤
判
断
鈔
』（
元
三
大
師
百
籤
絵
抄
）

の
書
名
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
右
の
如
く
一
覧
し
て
気
付
く
こ
と

は
、
用
字
が
「
百

ひ
ゃ
く

籤せ
ん

」「
御み

籤く
じ

」
か
ら
「
御み

鬮く
じ

」
と
変
化
し
て
ゐ
る

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
「
観
音
籤
」
系
・「
元
三
大
師
」
系
の
内
容
は
、
図
1
及
び

図
3
で
明
ら
か
な
様
に
、

㈠
番
号
と
吉
凶　
　

㈡
絵　
　

㈢
五
言
四
句
の
籤
句
（
頌
と
も

見
え
る
）　　

㈣
㈢
の
下
に
そ
の
和
解　
　

㈤
そ
の
次
に
「
此

み
く
じ
に
あ
ひ
た
る
人
は
」「
此
み
く
じ
に
あ
ふ
人
は
」
の
如

き
判
示
が
あ
り　
　
（
六
）
更
に
「
判
に
い
は
く
」
と
説
明
が

あ
る
も
の

　図 3�　『元三大師御鬮諸鈔』（「第一大吉」）
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で
あ
る
。
し
か
し
、
㈠
㈢
㈣
は
全
て
の
も
の
に
あ
る
が
、
そ
の
他
は

あ
る
も
の
、
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
に
も
精
粗
が

あ
る
他
、
上
に
記
し
た
様
に
異
同
が
あ
る
。
即
ち
、
㈢
の
籤
句
（
そ

れ
も
異
同
が
あ
る
が
）
以
外
は
全
く
同
じ
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
「
観
音
籤
」
は
、
大
陸
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
名
称

（
書
名
）
で
あ
る
が
、「
元
三
大
師

―
」
の
名
称
は
何
故
で
あ
ら
う

か
。
前
に
引
用
し
た
様
に
、
天
海
が
元
三
大
師
の
夢
を
見
た
、
と
云

つ
て
も
、
そ
の
実
態
は
「
観
音
籤
」
と
基
本
的
に
変
り
は
な
い
。

　

こ
の
こ
と
に
就
い
て
、
山
田
恵
諦
著
『
元
三
大
師
』
も
、
前
述
の

『
寛
永
寺
元
三
大
師
縁
起
』
と
同
じ
様
な
こ
と
を
記
す
の
み
で
あ
る
。

又
、「
元
三
大
師
」
系
の
版
本
の
多
く
に
は
、「
元
三
大
師
御
鬮
来
由

略
記
」
と
し
て
、

（
前
略
、
元
三
大
師
）
自
ミ
つ
か
ら

御お
ん

鏡
を
取
せ
給
ひ
、
御
顔
を
御
覧
有
に
、

御
姿
、
常
な
ら
ざ
れ
バ
邪
魅
魍
霊
を
辟さ

け

給
ハ
ん
と
誓
給
ひ
御ま
し

座ま
す

と
な
り
。
則
、
此
百
籤
は
震
旦
国
天
竺
寺
よ
り
出い
づ
る
な
り
。
蒙も
う

竊ひ
そ
か
に 

以
お
も
ん
ミ
れ
ハ

七し
ち

千
餘
軸
之
中
に
観
世
音
薩
埵
、
無
量
利
益
不ず

可べ
か

勝あ
け
て

計か
そ
ふ

也

と
あ
る
（『
新板
元
三
大
師
百
籤
和
解
』
の
例
、
振
假
名
を
適
宜
省
い
た
）
が
、

私
は
浅
学
に
し
て
、
右
が
何
を
云
は
ん
と
し
て
ゐ
る
の
か
、
少
く
共
、

「
元
三
大
師
お
み
く
じ
」
の
起
源
を
語
つ
て
ゐ
る
と
、
取
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
こ
の
こ
と
に
就
い
て
は
、「
お
み
く
じ
の
起
源
」
の
項

に
記
し
た
様
に
、
司
東
真
雄
氏
の
推
論
が
当
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な

い
（
但
、『
判
一
百
條
』
云
々
を
除
い
て
）。

　

餘
事
乍
ら
、「
松ま

つ

会ゑ

版
」
に
つ
い
て
觸
れ
て
お
き
た
い
。『
新板
元
三

大
師
百
籤
和
解
』（
中
澤
伸
弘
氏
蔵
）
の
見
返
に
、

（
前
略
）　

百
籤
の
本
を
も
と
め
て
、（
中
略
）　

甚
し
ひ
哉
、
一

般
流
布
の
ミ
く
じ
本
、
吉
を
凶
と
し
、
凶
を
吉
と
せ
る
の
違た

が
ひす

く
な
か
ら
ず
。
予
深
く
是
を
歎
息
し
、
諸
寺
諸
山
の
秘
本
を
得

て
校
正
し
、
其
異
同
を
頭

か
し
ら

書が
き

に
あ
げ
て
、
松ま
つ

会ゑ

氏う
ぢ

に
与
へ
て
世

に
公
に
す
る
も
の
な
り
。

現
金
龍
寺
沙
門
黙
頑
拝
題

と
あ
る
（
振
假
名
を
適
宜
省
い
た（
（（
（

。
五
六
頁
下
段
参
照
）。
こ
れ
は
刊
記
に
、

宝
永
五
戊
子
年
十
月
刻

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
宝
永
五
年
版
に
あ
つ
た
も
の
を
、
文
化
十
年
版

に
そ
の
ま
ま
附
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
松
会
版
は
宝
永
五
年

版
を
云
ふ
の
で
あ
ら
う
が
、
柏
崎
順
子
編
『
松
会
版
目
録
』
に
見
え

ず
、
同
年
版
の
『
元
三
大
師
御
籤
抄
』（
奥
村
政
信
画
、
東
北
大
学
狩

野
文
庫
蔵
）
が
あ
る
が
、
多
分
違
ふ
で
あ
ら
う
（
未
見
）。

「
お
み
く
じ
本
」　（
二
）「
歌
占
」
系
と
「
神
籤
」
系

　
安�
倍
清
（
晴
）
明
う
た
占　

一
冊　

刊
年
不
明
（
次
の
『
天
満
宮
六
十
四
首

　

歌
占
御
鬮
抄
』
よ
り
古
い
カ
）（
図
4
参
照
）

　

は
じ
め
に
、

易
の
六
十
四
卦
を
か
た
ど
り
、
六
十
四
首
の
わ
か
を
あ
つ
め
、
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を
ん
な
・
わ
ら
ん
べ
に
も
や（
マ

くマ
）
う
ら
な
わ
ん
た
め
に
つ
く
り
て
、

う
た
う
ら
と
な
づ
け
は
ん
べ
ら
ん
。

と
記
し
、
更
に
、

此
う
ら
を
世
に
、
く
わ
ん
を
ん
の
う
ら
と
な
づ
け
て
、
も
て
あ

そ
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
あ
や
ま
り
お
ほ
く
、
ま
づ
く
わ
ん
お
ん
の

う
ら
と
な
づ
く
る
こ
と
、
こ
ゝ
ろ
へ
が
た
し
。

と
、「
観
音
籤
」
の
誤
り
が
多
い
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

　
「
観
音
籤
」
の
五
言
四
句
の
漢
詩
に
対
し
て
和
歌
、
百
籤
に
対
し

て
六
十
四
籤
と
、
全
く
違
ふ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
様
に
、

「
う
ら
の
と
り
や
う
の
事
」
な
ど
を
記
し
、
占
ひ
は
一
～
四
の
「
さ

い
」
を
用
ゐ
る
、
と
あ
る
。
普
通
の
賽さ

い

子こ
ろ

は
一
～
六
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
「
賽
」
は
棒
状
の
も
の
な
の
か
。

　

そ
し
て
、「
さ
い
を
三
べ
ん
ふ
り
」、
一
一
一
と
な
つ
た
場
合
が
第

一
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
次
の
様
で
あ
る（

（（
（

。

　
　

吉
一
一
一　

を
や
の
子
に
あ
ふ
が
ご
と
し

（
絵
）
▲
よ
ろ
こ
び
に
ま
た
よ
ろ
こ
び
を
か
さ
ぬ
れ
ば

　
　
　

と
も
に
う
れ
し
き
事
ぞ
う
れ
し
き

　
天�

満
宮
六
十
四
首
歌
占
御
鬮
抄
（
天
満
宮
御
鬮
記
・
天
満
宮
天
神
御

鬮
絵
抄
・
天
満
宮
天
神
御
鬮
占
絵
抄
）
一
冊
（
図
5
参
照
）

『
享
保
以
後
江
戸
出
版
目
録
』
に
、「
享
保
廿
年
五
月
刊
、
一
冊
、

顕
昭
法
師
著
」
と
あ
り
。
再
刻
本
に
寛
政
十
年
刊
記
本
、
同
版

で
書
肆
名
削
除
本
・
刊
年
削
除
本
が
あ
る
。
尚
、『
大
阪
天
満

宮
御
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
は
、
書
名
を
『

―
縁
起
』
と
し
、

「
宝
永
頃
初
刊
カ
」
と
す
る
。
こ
の
「

―
縁
起
」
は
序
文
の

見
出
を
採
つ
た
も
の
で
衍
で
あ
ら
う
。

　

こ
の
歌
占
は
、
顕
昭
法
師
が
太
宰
府
天
満
宮
に
詣
で
た
、
そ
の
夜
、

菅
原
道
真
の
夢
を
見
て
醒
め
た
所
、
梅
の
下
枝
に
小
冊
が
あ
り
、
そ

れ
を
も
と
に
御
鬮
を
作
つ
た
が
、
古
篋
に
埋
も
れ
て
ゐ
た
も
の
を
、

菅
氏
の
人
に
十
一
面
観
音
の
御
告
が
あ
つ
て
、
梓
に
鏤ち

り
ばめ
て
（
版
刷

し
て
）
流
布
せ
し
め
む
も
の
で
あ
る
と
、
巻
頭
の
「
縁
起
序
」
に
あ

る
。
顕
昭
は
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
め
の
人
で
、
歌
人
と
し
て
も
著
名

で
あ
る
が
、
假
託
で
あ
ら
う
。

　

顕
昭
法
師
の
作
と
か
、
十
一
面
観
音
の
御
告
と
か
、
八
卦
を
重
ね

た
六
十
四
籤
よ
り
成
る
こ
と
な
ど
、「
天
満
宮
歌
占
」
で
あ
り
乍
ら
、

　図 4　『安倍晴明うた占』（表紙）
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「
観
音
籤
」
と
易
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
。

　

序
文
の
あ
と
に
、
渡
唐
天
神
像
が
あ
り
、「
天
神
経
」
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
あ
と
に
前
引
の
「
此
み
く
じ
を
う
つ
時
、
む
か
ふ
か

た
の
事
」
と
あ
り
、「
み
く
じ
を
う
つ
」
と
云
つ
て
ゐ
る
。

　
『
安
倍
晴
明
う
た
占
』
と
同
じ
く
、
一
一
一
～
四
四
四
の
六
十
四

番
で
、
六
十
四
の
和
歌
と
、
そ
の
解
を
記
し
て
ゐ
る
。
そ
の
一
番
は

次
の
通
り
で
（
図
5
参
照
）、

大　
　
　
　
　

わ
か
れ
た
る
子
に
た
づ
ね
あ
ふ
お
や
の
こ
と
し

吉
一
一
一　
　
　
　

や
ミ
な
ら
ぬ
道ミ

ち

に
ま
よ
ふ
も
今
ハ
は
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
に
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
の
あ
け
ぼ
の

と
あ
り
、
こ
の
あ
と
に
「
此
み
く
じ
に
あ
た
る
人
ハ
」
で
始
る
運
勢

が
書
か
れ
て
ゐ
る（

（₅
（

。

　

こ
の
本
の
中
澤
伸
弘
氏
蔵
本
（
刊
年
削
除
本
）
の
巻
末
の
広
告
に
、

「
代
弐
匁
五
分
」
と
あ
る
。
又
、
大
阪
天
満
宮
本
（
寛
政
十
年
刊
記
）

の
見
返
に
、「
鬮
箱
添
申
候
」
と
あ
つ
て
、
本
に
「
鬮
箱
」（
お
み
く

じ
函
）
が
添
へ
ら
れ
て
ゐ
た
、
と
あ
る
か
ら
、
一
～
四
の
四
本
の
串

を
入
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
天
　
神
　
籤　

一
冊　

延
享
三
年
序　

安
政
二
年
刊

　

好
学
堂
主
人
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
天
神
を
信
ず
る
浪
華
の
某
が
、

或
る
時
、
天
満
宮
（
大
坂
の
か
）
の
庭
で
得
た
も
の
で
あ
る
と
記
し

て
ゐ
る
。

　
「
う
ら
な
ひ
や
う
の
事
」
は
、「
木
を
け
づ
り
、
さ
い
の
ご
と
く
四

角
に
し
て
、
そ
の
六
方
へ
大
自
在
天
満
神
と
書
て
是
を
三
度
な
げ
」、

と
あ
る
様
に
、
こ
れ
は
数
字
で
は
な
く
、「
大
自
在
天
満
神
」
の
一

字
づ
つ
を
賽さ

い

子こ
ろ

の
一
面
づ
つ
に
書
い
た
特
別
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、「
天
満
神
」
と
か
「
大
天
神
」
と
出
れ
ば
、
そ
の
下
を
見
る
べ

し
と
し
、

是
を
う
ら
な
ふ
と
き
、
○
む
か
し
よ
り
神
の
子
ど
も
の
あ
つ
ま

り
て　

つ
く
れ
る
う
ら
ぞ
ま
さ
し
か
り
け
る　

と
こ
の
哥
を
三

べ
ん
と
な
へ
、
天
満
大
自
在
天
神
と
、
を
が
み
給
ひ
て
ま
つ
り
、

し
ん
を
と
り
て
う
ら
な
ふ
な
り
。
ゆ
め
〳
〵
疑
ふ
事
な
か
れ

（
振
假
名
を
略
す
）

と
、
前
二
種
の
歌
占
本
と
同
様
の
歌
を
称
へ
よ
、
と
記
し
て
ゐ
る
。

　

そ
の
占
ひ
の
文
は
三
十
六
種
と
な
り
、
次
の
如
く
簡
単
な
も
の
で
、

　図 5�　『天満宮六十四首歌占御鬮抄』
（「一一一大吉」）
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そ
の
解
は
な
い
。

大
大
大　

雲
の
は
れ
た
る
が
ご
と
し

大
大
自　

春
の
く
さ
の
は
へ
出い

で

た
る
如
し

大
大
在　

月
日
と
も
に
て
ら
す
ご
と
し

○

　
「
観
音
籤
」・「
元
三
大
師
」
系
は
百
籤
で
、
百
本
の
串
を
函
の
中

に
入
れ
て
ひ
く
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
如
く
、『
安
倍
晴
明
う
た

占
』・『
天
満
宮
六
十
四
首
歌
占
御
鬮
抄
』
は
、
一
～
四
で
あ
り
、

『
天
神
籤
』
は
賽
子
の
六
面
に
文
字
を
書
い
て
ゐ
る
。
所
が
以
上
よ

り
古
い
、
元
禄
十
二
年
の
序
文
を
持
つ
、『
神
道
名
目
類
聚
鈔
』（
六

巻
六
冊
）
の
巻
六
に
、「
御
鬮
」
の
項
が
あ
り
、

竹
筒
ニ
一
二
三
ノ
文
ヲ
記
ス
串
三
本
ヲ
入
テ
、
吉
凶
ヲ
神
ニ

タ
ヾ
ス
時
、（
下
略
）

と
見
え
（
元
禄
十
五
年
版
、
振
假
名
を
略�

す
）、「
串
三
本
」
と
し
て
ゐ

る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
歌
占
本
に
し
て
も
、
次
の
神
籤
本
に
し
て
も
、

神
社
（
神
道
）
系
で
あ
り
乍
ら
、
な
ぜ
支
那
古
代
の
占
術
で
あ
る
八

卦
（
六
十
四
卦
）
を
用
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
八

卦
は
支
那
古
代
の
占
術
を
儒
家
が
取
入
れ
て
、
経
書
『
周
易
』
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
八
卦
は
「
乾
・
兌
・
離
・
震
・
巽
・
坎
・
艮
・

坤
」
か
ら
な
り
、
そ
れ
を
互
ひ
に
重
ね
て
六
十
四
卦
と
な
る
の
で
あ

る
。

　
皇
足
穂
命
神
社
神
籤　

一
綴　

文
政
四
年
序
、
刊

　

信
濃
国
水
内
郡
（
現
長
野
市
内
）
の
同
社
神
主
宮
下
氏
に
よ
つ
て

出
版
（
所
謂
、
田
舎
版
）
さ
れ
た
も
の
。「
元
三
大
師
」
系
と
同
じ
く

五
言
四
句
の
籤
句
を
掲
げ
る
が
、
そ
の
文
言
は
全
く
別
で
あ
る
。
尚
、

観
音
籤
の
＂
本
元
＂
で
あ
る
戸
隠
山
も
同
じ
水
内
郡
で
あ
る
。

　

番
号
は
六
十
四
卦
に
よ
り
、
一
か
ら
六
十
四
番
ま
で
で
あ
る
が
、

そ
の
あ
と
、
な
ぜ
か
、
七
十
・
八
十
・
九
十
・
百
番
の
四
番
を
加
へ
、

籤
句
に
簡
単
な
解
説
を
加
へ
て
ゐ
る
。
そ
の
一
番
は
次
の
如
く
で
あ

る
（
籤
句
の
訓
点
略
。
図
（
参
照
）。

神
籤
第
一
吉　
　
病
ひ
な
か
し　

失
も
の
い
て

か
た
し　

待
人
来
る
へ
し

図 6�　『皇足穂命神社神籤』（「第一吉」）
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飛
龍
養
萬
物　
　
龍
の
天
に
上
り
て
万
物
を
や
し

の
ふ
如
く
物
を
初
る
の
心
有

君
子
日
乾
乾　
　
君
子
ハ
天
に
随
て
日
々
に
勤

を
な
す
故
に
め
く
ミ
あ
り

背
道
多
辛
苦　
　
不
実
な
ら
ハ
す
る
事
に

く
ろ
ふ
お
ふ
か
る
へ
し

庸
人
豈
得
安　
　
常
の
人
住
所
き
ん
〳
〵

の
ゐ
に
心
を
く
る
し
む

　

御
嶽
山
御
神
籤
略
作
法　

一
冊　

嘉
永
六
年
刊

　

初
め
に
、「
御
嶽
大
権
現
神
籤
頂
戴
之
作
法
」
と
し
て
、

神
籤
頂
戴
の
時
は
三
業
を
清
浄
に
し
て
礼
拝
三
度
、
心
経
三
巻
、

慈
救
の
呪
三
百
返
、
所
願
を
念
し
、
疑
を
起
さ
ず
し
て
誠
の
心

を
尽
す
べ
し
。

と
記
す
。
三
業
と
は
身
・
口
・
意
業
で
、
人
間
の
一
切
の
活
動
を
云

ふ
。
跋
に
「
百
籤
の
中
に
就
て
、
略
し
て
十
二
籤
を
取
り
、
之
を
御

嶽
神
籤
と
名
づ
く
」（
原
漢
文
）
と
云
ふ
如
く
、
そ
の
実
は
「
元
三
大

師
」
系
の
一
か
ら
十
二
番
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
。

　

御
嶽
神
社
（
現
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村
）
は
、
現
在
で
は
神
社
で
あ

る
が
、
当
時
は
神
仏
習
合
で
、
右
の
奥
附
に
は
「
御
嶽
山
法
務
別
当

　

自
證
院
蔵
版
」
と
あ
り
、
跋
は
「
東
都
山
王
廟
大
祝
観
理
院
権
僧

正
孝
信
」
が
書
い
て
ゐ
る
様
に
、
天
台
宗
で
あ
る
。

　

神
代
正
語
籤　

一
冊　

安
政
四
年
序
、
刊

　

上
野
国
高
崎
（
現
群
馬
県
高
崎
市
内
）
の
神
職
高
井
心う
ら

足た
り

の
著
。

　

こ
れ
は
、
記
紀
神
話
か
ら
八
十
の
話
題
を
取
り
、
そ
れ
を
解
釈
し

て
、
そ
の
あ
と
に
「
こ
の
ミ
く
じ
に
あ
ふ
ひ
と
ハ
」
と
し
て
運
勢
を

記
し
て
ゐ
る
。
本
書
に
は
「
お
み
く
じ
」
を
引
く
時
に
神
前
で
奏
す

る
祝
詞
が
書
か
れ
て
ゐ
る
（
前
引
）。
そ
の
第
一
番
は
次
の
様
で
あ

る
（
図
（
参
照
）。

第
一
番　

渾
沌
兆　
吉
凶
未
分

　

天
地
未
分
渾
沌
弖　

如
鶏
子
大
空
之
中　
（
以
下
、
解
略
す
）

　

神
籤
五
十
占　

一
冊　

明
治
三
年
刊

　

平
田
門
の
白
幡
義
篤
が
編
ん
だ
も
の
で
、
序
文
に
よ
れ
ば
神
社
で

も
「
元
三
大
師
」
系
の
「
お
み
く
じ
」
を
利
用
し
て
ゐ
た
が
、
神
仏

分
離
後
に
神
社
独
自
の
「
お
み
く
じ
」
を
作
る
た
め
、
出
雲
の
大
神

に
祈
願
し
て
、
一
七
日
の
間
に
神
歌
の
お
諭さ

と

し
を
蒙
つ
て
、
五
十
首

の
神
歌
を
得
た
と
し
て
ゐ
る
。
そ
の
第
一
号
は
次
の
如
く
で
、
神
歌

と
、
そ
の
解
と
運
勢
を
簡
単
に
記
し
て
ゐ
る
（
図
（
参
照
）。

　
　
　

第
一
号
大
吉

　図 7　『神代正語籤』（「第一番」）



82明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 55 号〕平成 30 年 11 月

う
る
は
し
き
神カ
ミ

の
み
さ
と
し
あ
る
か
ら
ハ
、
萬ヨ
ロ
ヅの
願ネ
ガ

ひ
叶カ
ナ

ふ
と

ぞ
知シ

れ
、

　

此コ
ノ

御ミ

諭サ
ト

し
の
神ミ

歌ウ
タ

の
、
う
る
は
し
き
と
は
、（
後
略
）

　

○
歓ヨ
ロ
コ

喜ビ
ゴ
ト
　

可ア
ル

有ベ
シ　

○
器ド
ウ

財グ　

神
器
太
刀
刀
官
服
類
上
品　

　

○
待マ

チ

接ビ
ト　

来キ
タ
ル　

○
訴ウ
ツ
タ

詔ヘ
ゴ
ト
　

有リ

利ア
リ　

○
遺ウ
セ

失モ
ノ　

可イ
ヅ

出ベ
シ

（
後
略
）

　

こ
の
『
神
籤
五
十
占
』
は
、
明
治
以
降
、
多
く
の
神
社
で
用
ゐ
ら

れ
た
。

○

　

こ
の
他
に
、
所
在
の
知
れ
な
い
神
社
系
の
も
の
に
次
の
も
の
が
知

ら
れ
る
。

　

稲�

荷
大
明
神
御
鬮
記　

一
冊　

代
一
匁
六
分
（
中
澤
伸
弘
氏
蔵
『
天

満
宮
六
十
四
首
歌
占
御
鬮
抄
』
の
巻
末
広
告
に
見
え
る
）

　

金
毘
羅
大
権
現
御
鬮
記　

一
冊　

代
一
匁
六
分
（
同
前
）

（
補�

記
）　

本
書
を
入
手
し
た
。「
金
毘
羅
大
権
現
六
十
四
首
哥

占
」
と
も
あ
る
如
く
、
歌
占
本
で
あ
る
。
天
保
六
年
、
平

安　

松
栄
斎
道
嘉
跋
、
京　

本
屋
重
右
衛
門
刊
と
あ
る
。

　

序
で
に
仏
教
系
の
も
の
を
記
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

弘
法
大
師
御
鬮
記　

一
冊　

代
一
匁
六
分
（
同
前
）

「
お
み
く
じ
本
」　（
三
）
医
薬
系

　

神
　
方
　
占　

前
編　

一
冊　

安
永
八
年
刊
（
図
（
参
照
）

　図 8　『神籤五十占』（「第一号大吉」）

　図 9　『神方占』（「第一・二籤」）
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題
簽
を
缺
く
が
、
内
題
に
「
呂
祖
全
書
治
病
仙
方
決
疑
籤
前
編
」

と
あ
り
、
序
は
「
神
方
占
叙
」、
更
に
巻
末
の
後
編
の
広
告
に
は
、

「
事
物
決
疑
籤
神
方
占
後
編
」
と
あ
り
、
そ
の
文
中
に
も
「
神
方
占
」
と

あ
る
の
で
、
書
名
を
一
応
、『
神
方
占
』
と
し
た
。

　

本
書
は
元
代
の
呂
洞
賓
の
著
を
清
代
の
乾
隆
四
十
年
（
安
永
四
年
）

に
増
補
さ
れ
た
も
の
を
源
君
龍
（
鱗
仲
）
が
訳
解
し
て
安
永
八
年
に

刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
籤
か
ら
第
一
百
籤
ま
で
の
百
番
よ
り
な
つ
て
を
り
、「
占
儀
」

と
し
て
、
次
の
如
く
記
し
て
ゐ
る
。

先
ツ
病ヤ

マ
ヒ患
ニ
カ
ヽ
リ
テ
仙ク
ス
リ方
ヲ
求
メ
ン
ト
欲
ス
ル
時
ハ
占
ウ
ラ
ナ
フ

者ヒ
ト

盥テ
ア
ラ
ヒテ
口
ヲ
漱ソ
ヽ
ギテ
五
十
片マ
イ

ノ
木キ

牌フ
ダ

ヲ
一
処
ニ
シ
テ
心
中
ニ
志ネ
ガ
ヒ願
ノ

趣ヲ
モ
ムキ
ヲ
唱ト
ナ

ヘ
目
ヲ
閉
チ
無
念
無
心
ニ
シ
テ
右
ノ
五
十
片マ
イ

ノ
中
、

一
片マ

イ

ヲ
取
リ
ア
ゲ
表
ノ
方
ニ
書シ
ル
シ
タ
ル
数
ニ
合
セ
テ
其
ノ
籤ク
ジ

ノ
ア

タ
ル
所
ノ
詩シ

ノ

解コ
ヽ
ロヲ
見
テ
方
ヲ
求
メ
吉
凶
ヲ
知
ル
ヘ
シ　
（
後
略
）

　

図
版
で
示
し
た
様
に
、「
第
一
籤
」
の
籤
句
は
、「
君
ニ
報
ズ
、
何

ノ
恙
ノ
深
キ
ヲ
患
ン
、
薬
ス
ル
コ
ト
勿
レ
、
喜
ビ
有
テ
福
寿
康
寧
ナ

ラ
ン
」（
原
漢
文
）
で
、
そ
の
解
は
、

君
ニ
報ツ

グ

ル
ガ
何ナ
ニ

モ
恙ヤ
マ
ヒノ
深ヲ
モ

キ
ヲ
患ウ
レ

フ
ニ
ハ
及
バ
ズ
、
薬
リ
ヤ
ウ
ジス
ル
コ

ト
勿ナ

ク

ト
モ
喜
ヨ
ロ
コ
ビ

有

ホ
ン
ブ
ク

ル
ベ
シ
、
福
イ
ノ
チ

寿ナ
ガ
ク

康タ
ツ

寧シ
ヤ

ナ
ラ
ン
ト
ナ
リ

と
あ
る
が
、
事
例
に
よ
り
薬
の
処
方
が
指
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

尚
、
こ
の
本
の
巻
末
に
、

事
物
決
疑
籤
神
方
占
後
編　

嗣
出

　

�

此
書
ハ
此
神
方
占
ノ
如
ク
百
首
ノ
詩
ヲ
解
シ
テ
万
事
万
物
ヲ

占
フ
コ
ト
ヲ
記シ

ル

ス
、
願ネ
ガ
ヒ望
・
待マ
チ

人ビ
ト

・
走カ
ケ

者ヲ
チ

・
婚エ
ン

姻グ
ミ

・
疾ヤ
マ
ヒ病
・

天ヒ

時ヨ
リ

、
并
ニ
射ア
テ

覆モ
ノ

ノ
類
マ
テ
其
部
類
ヲ
分
チ
テ
見
ヤ
ス
カ
ラ

シ
ム

と
あ
る
、
本
書
の
「
後
編
」
の
広
告
が
出
て
ゐ
る
。
元
が
漢
籍
だ
か

ら
な
の
か
、
そ
れ
で
も
日
本
で
解
釈
し
た
も
の
な
の
に
、「
国
書
総

目
録
」
に
は
、『
事
物
決
疑
籤
』・『
神
方
占
』
と
も
に
見
え
な
い
。

「
お
み
く
じ
本
」　（
四
）「
法
華
経
」
系

　
「
法
華
経
」（『
妙
法
蓮
華
経
』
の
略
称
）
八
巻
よ
り
、
経
文
を
九
十

六
抜
出
し
て
、
そ
れ
に
吉
凶
を
附
し
た
も
の
で
、
そ
の
第
一
は
、

各
礼
仏
足　

退
坐
一
面

で
、
吉
凶
は
大
上
吉
で
あ
る
。
尚
、
示
す
経
文
は
右
の
如
く
、
四
言

二
句
に
限
ら
ず
、
五
言
四
句
・
四
言
四
句
の
他
、
自
由
で
あ
る
。
右

は
、『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』（
三
巻
三
冊
）
の
例
で
あ
る（
（（
（

が
、「
お
み

く
じ
本
」
と
し
て
は
、
他
に
『
法
華
経
感
応
御
鬮
籤
』
が
あ
る
。

　

尚
、『
法
華
宗
御
鬮
絵
抄
』
の
内
容
は
、「
元
三
大
師
」
系
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
勿
論
、
日
蓮
宗
で
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
お
み
く
じ
本
」　（
五
）
そ
の
他

　

清
（
晴
）�

明
通
変
占
（
清
明
通
変
占
秘
伝
・
神
明
通
変
占
）　

五
巻
五
冊　

貞

享
三
年
刊



84明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 55 号〕平成 30 年 11 月

　

江
戸
時
代
の
「
お
み
く
じ
本
」
に
は
、「
お
み
く
じ
函
」
の
図
が

載
せ
ら
れ
、
そ
の
寸
法
、
及
び
中
に
入
れ
る
串
（「
神み

籤く
じ
竹た
け
」
と
記
す

も
の
も
あ
る
）
の
寸
法
と
書
方
が
書
か
れ
て
ゐ
る
（
図
10
参
照
）。
こ

れ
は
各
自
で
「
お
み
く
じ
函
」
を
作
る
た
め
の
も
の
で
あ
ら
う
。
更

に
例
へ
ば
、『
元
三
大
師
百
籤
絵
抄
』
の
巻
末
に
は
、
次
の
様
に
記

さ
れ
て
ゐ
る
。

同
（
元
三
大
師
百
籤
絵
抄
）

百み　

籤く
じ　

箱は
こ

　

�

此
み
く
し
箱
は
、
右
の
本
に
な
ら
ひ
て
、
ち
い
さ
く
こ
し
ら

へ
、
為
之
、
本
に
添
へ
置
く
へ
き
も
の
な
り
。

　

右
の
文
章
、「
本
に
添
へ
置
く
べ
き
も
の
」
か
ら
は
、
附
録
な
の

か
、
是
非
買
つ
て
持
つ
べ
き
（
別
売
）
な
の
か
、
は
つ
き
り
し
な
い

が
、
前
述
の
如
く
、『
天
満
宮
六
十
四
首
歌
占
御
鬮
抄
』（
大
阪
天
満

　

跋
に
、
此
の
占
は
阿（
安

部倍

清晴
（
明
が
入
唐
し
て
異
国
に
弘
め
た
も
の
で
、

異
人
は
之
を
失
は
ず
伝
習
し
て
、
近
頃
、
李
文
長
と
云
ふ
者
が
再
び

日
本
に
伝
へ
た
。
予
（
長
崎
住
の
管
天
子
）
が
遇
た
ま
た
まこ
れ
を
得
て
、
和
解

と
点
を
加
へ
て
公
に
附
与
す
る
も
の
で
あ
る
（
原
漢
文
の
要
旨
）
と

記
し
て
ゐ
る
が
、
勿
論
、
事
実
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

　

そ
の
占
文
は
七
言
四
句
で
、
右
に
云
ふ
如
く
、
読
み
と
和
解
を
附

し
て
ゐ
る
。
そ
の
一
例
は
次
の
様
で
、
数
字
は
全
て
あ
る
訳
で
は
な

い（
（₇
（

。
父ふ

母ぼ

病や
む　

厳げ
ん

父ぷ

慈じ

母ぼ

恙
つ
ゝ
が
な
く

無し
よ
う

傷な
し

　
　
　
　

ち
ゝ
は
ゝ
の
わ
づ
ら
い
、
あ
し
き
事
な
し

八
千　
　

応
を
う
く
わ
ん
き
に
あ
ふ
よ
ろ
こ
び
あ
い
ち
や
う
ず

逢
官
鬼
喜
相
長

八
百　
　

お
う
こ
う
が
く
わ
ん
き
の
こ
う
に
あ
た
ら
ば

七
十　
　

只た
ゞ

請こ
ふ

東と
う

南な
ん

医い

者し
ゃ

効
の
こ
う

七　
　
　

た
つ
ミ
の
方
の
い
し
や
の
く
す
り
よ

吉　
　
　

十
し
う
て
う
は
ん
げ
つ
す
な
は
ち
ゆ
か
を
は
な
る

朝
半
月
便
離
床

　
　
　
　

十
月（

日
（か
十
五
日
の
う
ち
に
と
こ
を
は
な
る
ゝ
な
り

「
お
み
く
じ
函
」

　
「
お
み
く
じ
」
を
引
く
、「
お
み
く
じ
函
」
は
、
今
日
で
は
授
与
所

な
ど
に
置
か
れ
て
ゐ
て
、
自
由
に
引
く
例
が
殆
ど
で
あ
ら
う
が
、
昔

は
「
お
み
く
じ
」
自
体
が
社
寺
に
あ
つ
て
も
自
由
に
引
け
る
も
の
で

は
な
か
つ
た
様
で
あ
る
。

　図 10�　『観音百籤占決諺解』に見える
「おみくじ函」の図
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宮
本
）
の
見
返
に
は
、「
鬮
箱
添
申
候
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
附

録
で
あ
ら
う
。

　

こ
の
様
な
「
お
み
く
じ
函
」
が
い
つ
か
ら
存
在
し
た
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
前
述
し
た
様
に
、
戸
隠
山
に
は
室
町
中
期
、
応
永
二

年
銘
の
「
お
み
く
じ
函
」
が
あ
つ
た
と
云
ひ
、
岩
手
県
二
戸
市
の
天

台
寺
に
は
、
同
じ
応
永
十
六
年
銘
の
「
お
み
く
じ
函
」
が
遺
さ
れ
て

ゐ
る
。

　

そ
の
「
お
み
く
じ
函
」
の
江
戸
後
期
の
も
の
が
手
元
に
あ
る
。
桐

材
に
黒
漆
を
塗
り
、
各
面
の
輪
郭
と
文
字
は
朱
漆
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。

高
21
糎
・
方
9
糎
で
、
前
図
の
寸
法
（
高
一
尺
・
方
四
寸
）
よ
り
小
さ

い
。
各
面
に
書
か
れ
た
文
字
は
次
の
通
り
。

（
前
面
）　

観
音
大
慈
大
悲
大
士
菩
薩

（
背
面
）　

百　

籤　

筥

（
右
面
）　

享
和
二
年
壬
戊（
戌
）十
一
月
吉
日

（
左
面
）　　

中
山
道
大
宮
宿

　
　
　
　

願
主　

大
熊
仙
右
衛
門

　

大
宮
（
現
埼
玉
県
内
）
近
在
の
寺
院
で
使
は
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ

ら
う
。
上
面
の
前
方
に
穴
が
あ
り
、
中
に
串
が
百
本
入
れ
ら
れ
て
ゐ

る
（
現
在
六
十
一
・
八
十
三
の
二
本
缺
）。
串
は
や
は
り
竹
製
で
、
番
号

と
吉
凶
（
大
吉
・
吉
・
半
吉
・
凶
）
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
「
お
み
く
じ
函
」
に
入
れ
る
串
に
は
、「
お
み
く
じ
の
起
源
」
の
項

で
述
べ
た
様
に
、
応
永
十
六
年
銘
の
「
お
み
く
じ
函
」
に
入
れ
ら
れ

た
串
に
は
、
番
号
・
吉
凶
の
他
に
、
五
言
四
句
の
籤
句
が
書
か
れ
て

を
り
、
戸
隠
山
の
「
函
筒
」
の
銘
文
に
も
、「
天
竺
霊
観
音
籤
頌
一

百
首
籠
」
と
あ
る
か
ら
、
同
じ
様
に
籤
句
が
書
か
れ
て
ゐ
た
も
の
と

思
は
れ
る
。
そ
し
て
、
前
引
の
様
に
「
お
み
く
じ
本
」
に
示
さ
れ
た

「
お
み
く
じ
函
」
の
作
り
方
、
及
び
そ
こ
に
示
さ
れ
た
串
の
書
方
に

は
、
番
号
と
吉
凶
が
記
さ
れ
て
を
り
、
上
段
に
記
し
た
享
和
二
年
の

遺
例
に
も
吉
凶
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
「
お
み
く
じ

函
」
の
串
に
は
番
号
の
み
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

右
を
考
へ
て
み
る
と
、
元
々
は
中
の
串
に
「
番
号
・
吉
凶
・
籤

句
」
が
記
さ
れ
て
を
り
、
こ
の
様
な
形
が
「
お
み
く
じ
本
」
が
普
及

す
る
以
前
の
姿
で
、「
お
み
く
じ
本
」
の
普
及
に
よ
り
「
籤
句
」
が

省
か
れ
、
更
に
「
お
み
く
じ
札
」
が
渡
さ
れ
る
様
に
な
つ
て
、
串
に

は
吉
凶
も
省
か
れ
、
番
号
の
み
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
へ

ら
れ
る
。

　

尚
、「
お
み
く
じ
函
」
は
、
木
函
、
或
い
は
竹
筒
で
、
自
分
で
作

る
場
合
は
紙
製
も
あ
つ
た
様
で
あ
る
が
、
三
河
国
渥
美
郡
羽
田
村

（
現
豊
橋
市
内
）
の
八
幡
宮
（
神
主
羽
田
野
敬
雄
）
で
は
、
神
木
の
松
が

枯
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
払
つ
て
随
身
像
二
躯
を
求
め
た
が
、
そ
の
枯

枝
を
払
つ
て
嘉
永
七
（
安
政
元
）
年
九
月
に
、
真
鍮
の
鈴
一
口
と
鉄

の
御
鬮
筒
（
五
寸
、
代
七
匁
）
を
、
名
古
屋
の
十
一
屋
で
求
め
て
ゐ

る
（「
萬
歳
書
留
控
」）
如
く
、
鉄
製
の
も
の
も
あ
つ
た
様
で
あ
る
。
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「
お
み
く
じ
札
」

　
「
お
み
く
じ
」
を
引
い
た
結
果
、
渡
さ
れ
る
一
枚
物
の
「
お
み
く

じ
」
を
便
宜
上
、「
お
み
く
じ
札
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
「
お
み
く
じ
」
の
結
果
は
「
お
み
く
じ
本
」
で
、
そ
の
解
釈
を
知

つ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
図
1
や
3
を
一
枚
摺
に
す
れ
ば
「
お
み
く
じ

札
」
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
つ
た
の
で
あ
ら

う
か
。

　

天
保
十
四
年
序
の
小
寺
清
之
の
随
筆
『
老
牛
餘
喘
』
に
、

神
の
御
社
に
て
筒
に
入
れ
た
る
串
を
ふ
り
出
し
て
、
串
に
か
き

た
る
を
見
て
、
吉
凶
を
占
ふ
事
あ
り
。
こ
れ
を
ク
ジ
と
い
ふ
。

あ
が
め
て
ミ
ク
ジ
と
も
い
へ
り
。

と
記
さ
れ
て
を
り（

（₈
（

、
神
社
に
「
お
み
く
じ
」
の
あ
つ
た
こ
と
は
分
る

が
一
枚
物
の
「
お
み
く
じ
札
」
が
渡
さ
れ
た
か
、
ど
う
か
は
記
さ
れ

て
ゐ
な
い
。
所
が
、
右
の
天
保
の
次
の
弘
化
の
こ
と
と
し
て
、『
戸

隠
霊
験
譚（

（₉
（

』
の
「
十
五
」
に
、

過
し
弘
化
未（

四
（の
と
し
、
上
州
世
良
田
の
高
橋
左
弁
次
と
い
ふ
も

の
、（
中
略
）
と
し
〴
〵
当
山
よ
り
御
籤
を
う
け
来
り
し
に
、

此
と
し
の
籤
に
、

　

有
物
不
周
旋　

須
防
損
半
辺　

家
郷
煙
火
裏　

祈
福
始
安
然

此
く
じ
な
り
け
れ
ば
、（
後
略
）

と
見
え
る
。
こ
れ
は
戸
隠
に
来
て
引
い
た
も
の
で
は
な
く
、「
と
し

〴
〵
当
山
よ
り
御
籤
を
う
け
来
り
し
に
」
と
あ
る
様
に
、
毎
年
、
廻

檀（
（₀
（

の
人
に
よ
つ
て
配
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
と
す
る
と
、
弘

化
四
年
よ
り
前
か
ら
、「
お
み
く
じ
札
」
は
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。

（
右
は
「
元
三
大
師
」
系
の
「
第
四
十
一
番
」
の
札
で
あ
る
。）

　

上
段
の
図
版
は
、
そ
の
廻
檀
の
時
に
持
参
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
初
年
の
も
の
で
、
内
容
が

「
神
道
系
」
に
変
つ
て
ゐ
る
。

　

尚
、
古
書
目
録
に
百
枚
揃
の
「
お
み
く
じ
札
」
の
版
木
（
片
面
二

　図 11�　「戸隠神社神籤文」の札と包紙（中澤伸弘氏蔵）
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枚
、
両
面
彫
刻
、
二
十
五
枚
）
が
出
た
こ
と
が
あ
る
（
平
成
十
三
年
、
臨

川
書
店
）。
そ
れ
は
上
部
に
「
信
州
赤
穂
成
田
山
宝
前
」
と
あ
る
、

「
元
三
大
師
」
系
の
「
お
み
く
じ
札
」
の
版
木
で
、「
気
多
茶
」
の
版

木
一
枚
が
共
に
あ
り
、
そ
の
裏
に
「
天
明
四
甲
辰
仲
冬　

長
春
寺
什

物　

二
十
二
世　

広
如
代
」
と
あ
る
と
云
ひ
、
こ
の
版
木
が
「
お
み

く
じ
札
」
版
木
と
同
時
の
も
の
の
如
く
に
記
し
て
ゐ
る
が
、「
赤あ

か

穂ほ

」

は
明
治
二
十
二
年
に
、
赤
須
村
と
上
穂
村
が
合
併
し
て
出
来
た
村
名

で
あ
る
の
で
、
右
の
版
木
も
そ
れ
以
降
の
も
の
と
な
る
。
そ
の
「
赤

穂
成
田
山
」
は
、
現
長
野
県
駒
ケ
根
市
に
所
在
の
天
台
宗
長
春
寺
の

こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

　

受
取
つ
た
「
お
み
く
じ
札
」
は
、
本
来
、
残
さ
れ
る
様
な
も
の
で

は
な
く
、
本
に
挟
込
ま
れ
る
な
ど
し
て
偶
然
に
残
つ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

し
た
が
つ
て
、
そ
れ
ら
を
い
つ
の
も
の
と
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

和
紙
で
な
い
も
の
は
明
治
以
降
と
知
れ
る
が
、
和
紙
の
も
の
は
江
戸

期
の
も
の
と
明
治
以
降
の
区
別
は
難
し
い
。
そ
の
様
な
中
で
、
幕
末
、

文
久
二
年
の
年
号
が
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
上
段
の
図

版
の
も
の
で
、
上
部
に
「
豊
川
社
」
と
あ
る
、「
元
三
大
師
」
系
の

「
お
み
く
じ
札
」
で
あ
る
。

　

豊
川
と
云
へ
ば
、
先
づ
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
豊
川
稲
荷
（
現
愛
知
県

豊
川
市
内
の
妙
厳
寺
の
境
内
鎮
守
社
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
豊
川
社
と

云
つ
た
か
、
ど
う
か
。
こ
の
様
な
社
名
が
版
刷
さ
れ
た
「
お
み
く
じ

札
」
は
、
そ
ん
な
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
相
当
の
神
社
と
思

は
れ
る
が
、
豊
川
稲
荷
で
は
な
い
と
す
れ
ば
「
豊
川
社
」
に
思
ひ
至

ら
な
い
。

　

図
版
の
如
く
、
そ
の
上
部
に
、

文
久　

弐
年　

壬
戌　

正
月　

十
六
日　

代
参　

寿（
す
る
カ
（□

と
あ
つ
て
、
代
参
者
に
よ
つ
て
引
か
れ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
こ
の

代
参
は
、
誰
か
に
代
つ
て

9

9

9

で
は
な
く
、
村
民
な
ど
を
代
表
9

9

し
て
の
方

で
あ
ら
う
。

　

餘
事
乍
ら
、
江
戸
後
期
の
随
筆
『
三
養
雑
記
』（
山
崎
美
成
著
、
天

保
十
一
年
刊
）
の
巻
一
に
、「
観
音
籤　

関
帝
籤　

福
主
霊
籤
」
の
項

が
あ
り
、
そ
の
中
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
頃
、
あ
る
唐
本
の
中
よ
り
、
一
ひ
ら
の
籤
文
い
で

た
り
と
て
、
青
雲
堂
の
あ
る
じ
贈
ら
れ
た
り
。
福
主
と
あ
る
ハ

　図 12�　文久二年の墨書がある「おみ
くじ札」
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福
の
神
な
ど
か
。
め
づ
ら
し
け
れ
ば
、
こ
こ
に
載
す
。（
振
假

名
を
略
す
、
図
13
参
照
）

　

尚
、
右
の
青
雲
堂
は
、
江
戸
下
谷
の
出
版
書
肆
英
文
蔵
の
こ
と
で

あ
る
（
中
澤
伸
弘
氏
報
）。
こ
の
様
な
支
那
の
も
の
を
参
考
に
し
て
、

日
本
で
も
一
枚
物
の
「
お
み
く
じ
札
」
が
出
さ
れ
る
様
に
な
つ
た
の

か
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
日
本
で
も
出
さ
れ
る
様
に
な
つ
た
の
か
は
、

今
の
所
、
不
詳
で
あ
る
。

を
は
り
に

　

以
上
、「
お
み
く
じ
」
に
就
い
て
不
明
解
な
が
ら
、
そ
の
成
立
と

「
お
み
く
じ
」
を
引
く
作
法
、
管
見
に
触
れ
た
「
お
み
く
じ
本
」
の

概
観
、「
お
み
く
じ
」
を
引
く
「
お
み
く
じ
函
」、
渡
さ
れ
る
「
お
み

く
じ
札
」
に
就
い
て
述
べ
た
が
、
主
に
そ
の
事
象
に
つ
い
て
述
べ
た

に
過
ぎ
ず
、「
お
み
く
じ
」
の
籤
句
や
運
勢
の
内
容
に
就
い
て
は
殆

ど
立
入
る
こ
と
を
し
な
か
つ
た
。

　

を
は
り
に
、
個
人
の
想
ひ
を
一
つ
。「
お
み
く
じ
札
」
を
木
の
枝

に
結
ぶ
様
に
な
つ
た
の
は
、
戦
後
の
こ
と
と
云
は
れ
て
を
り
、
そ
れ

は
一
種
の
風
物
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
立
木
の
保
護
、
あ
と
片
つ
け
な

ど
の
点
か
ら
神
社
側
に
と
つ
て
は
迷
惑
な
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
現
在
の
韓
国
ソ
ウ
ル
市
に
あ
つ
た
国
幣
小
社
京
城
神

社
の
唐
獅
子
は
、
神み

籤く
じ

を
納
め
さ
せ
る
も
の
で
、
そ
の
口
の
中
に
、

「
お
み
く
じ
札
」
を
投
入
る
様
に
な
つ
て
ゐ
た
と
云
ひ
、
台
座
に
は

「
神
籤
納
」
と
あ
つ
た
（
図
1（
参
照
。
手
塚
道
男
『
神
社
人
の
見
た　

朝

鮮
・
満
州
の
神
社
と
文
化
』）。
こ
の
様
に
、
唐
獅
子
・
狛
犬
に
限
ら
ず
、

何
ら
か
の
収
納
設
備
を
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　

本
稿
執
筆
に
当
り
、
大
鳥
居
武
司
・
中
澤
伸
弘
両
氏
よ
り
資
料
提

供
と
格
別
の
協
力
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
基
礎
作
業
に
於
け
る
「
広
文
庫
」「
日
本
随
筆
索
引
」「
国
書

総
目
録
」
な
ど
の
恩
恵
も
有
難
い
も
の
で
あ
つ
た
。

　

尚
、「
お
み
く
じ
」
に
就
い
て
は
、
過
去
、
少
し
は
書
い
た
こ
と

も
あ
る
が（

（（
（

、
本
稿
は
平
成
三
十
一
年
一
月
よ
り
三
月
ま
で
、
椿
大
神

　図 13�　『三養雑記』に見える「福主霊籤」
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社
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
で
開
催
の
「
お
み
く
じ
の
源
流
展
」
開
催
準

備
の
過
程
で
得
た
知
見
を
合
せ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

註（1
）　�

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
古
事
類
苑
』
神
祇
部
四
十
二
に

挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

（
（
）　

同
時
代
の
『
仏
祖
統
記
』
巻
三
十
四
に
、「
大
士
籤
」
の
項
が
あ
り
、

そ
れ
は
『
釈
門
正
統
』
の
引
用
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、

「
天
竺
ハ
百
籤
◦
越
ノ
円
通
百
三
十
籤
◦
」（
寛
永
頃
の
和
刻
本
に
よ

る
）
と
、「
震
旦
天
竺
寺
」
の
「
震
旦
」
も
「
寺
」
も
略
し
て
ゐ

る
の
で
、「
天
竺
（
印
度
）
は
百
籤
」
と
読
め
る
。

こ
の
こ
と
に
就
い
て
は
、
註
（
（
）
の
司
東
真
雄
氏
も
、「
天
竺

か
ら
伝
わ
つ
た
と
い
う
の
は
、
信
仰
上
か
ら
の
権
威
づ
け
を
し
た

接
頭
語
で
あ
ら
う
か
」
と
、
誤
つ
た
推
測
を
し
て
ゐ
る
。

こ
の
天
竺
寺
は
、『
浙
江
通
志
』（『
大
漢
和
辞
典
』
所
引
）
に
よ

れ
ば
、
浙
江
省
杭
県
の
上
・
中
・
下
三
寺
あ
る
う
ち
の
上
天
竺
寺

の
こ
と
で
あ
ら
う
。『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
上
天
竺

寺
は
浙
江
省
杭
州
府
銭
塘
県
に
あ
り
、
今
、
法
喜
寺
と
云
ひ
、
宋

英
宗
代
の
治
平
二
年
（
平
安
中
期
）、「
天
竺
霊
感
観
音
院
」
の
額

を
賜
は
つ
た
と
云
ふ
。
現
浙
江
省
都
、
杭
州
市
郊
外
に
所
在
。

こ
の
こ
と
か
ら
で
あ
ら
う
、
戸
隠
山
・
天
台
寺
の
応
永
年
間
の

「
お
み
く
じ
函
」
の
銘
文
に
「
天
竺
霊
感
観
音
籤
」（
戸
隠
の
も
の

に
は
「
感
」
な
し
）
と
あ
り
、「
観
音
籤
」
系
の
書
名
に
も
、「
天

竺
霊
感
」
を
冠
す
る
も
の
が
多
い
。
但
、「
望
月
仏
教
大
辞
典
」
に
、

「
百
籤
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

越
の
円
通
寺
は
不
詳
。
越
は
春
秋
戦
国
時
代
の
国
名
の
こ
と
か
、

　図 14　京城神社の唐獅子の図（中央）　（尚、両側は獅子ならぬライオン）
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浙
江
省
の
別
名
の
こ
と
か
不
詳
。
尚
、
円
通
（
大
士
）
は
観
音

（
菩
薩
）
の
こ
と
。
上
天
竺
寺
も
観
音
信
仰
の
寺
で
あ
る
。

（
3
）　
『
新
撰
美
濃
志
』・『
関
市
史
』
な
ど
に
、
こ
の
こ
と
は
何
も
触
れ

て
ゐ
な
い
。
小
松
寺
は
天
台
宗
で
あ
つ
た
が
、
江
戸
前
期
、
潮
音

道
海
を
中
興
開
山
と
し
て
黄
檗
宗
に
転
じ
た
と
云
ふ
。
潮
音
は
延

宝
七
年
、『
旧
事
大
成
経
』
を
出
版
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。

或
い
は
潮
音
が
「
正
本
」
を
齎
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
4
）　
『
続
天
台
宗
全
書
』
史
伝
二
所
収
。

（
5
）　

例
へ
ば
、「
新編
信
濃
史
料
叢
書
」
所
収
「
本
坊
並
三
院
衆
徒
分
限
帳
」

や
、「
神
道
大
系
」
所
収
の
諸
資
料
に
、「
お
み
く
じ
」
の
起
源
に

関
す
る
記
事
は
見
え
な
い
。

（
6
）　
「
お
み
く
じ
本
」（
一
）
の
項
参
照
。

（
7
）　

司
東
真
雄
「
天
台
寺
什
物
の
応
永
銘
『
観
音
籤
』
考
」（「
元
興
寺

仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
年
報
」）
昭
和
五
十
一
年
、
同
五
十
二
年
刊
。

（
8
）　
『
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法
目
録
』・『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』

に
見
え
る
。

（
9
）　
「
神
道
大
系
」
神
社
編
二
十
四　

美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
国
所
収
。

（
10
）　

現
在
の
存
否
の
神
社
に
問
合
せ
た
所
、
現
存
し
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

（
11
）　

註
（
7
）
に
同
じ
。

（
12
）　

山
里
純
一
「〔
資
料
紹
介
〕
金
良
宗
邦
文
書
『
観
音
霊
籤
』」（「
日

本
東
洋
文
化
論
集
」
十
五
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）
に
よ
る
。

（
13
）　

こ
の
黙
頑
は
、
編
者
で
あ
る
が
不
詳
。
金
龍
寺
に
つ
い
て
も
確
定

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
諸
賢
の
御
教
示
を
乞
ふ
。

（
14
）　

こ
れ
と
、
次
の
『
天
満
宮
六
十
四
首
歌
占
御
鬮
抄
』
に
つ
い
て
述

べ
、
両
書
の
初
め
数
丁
の
影
印
と
釈
文
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

拙
稿
「『
お
み
く
じ
』
の
源
流
に
就
い
て

―
『
歌
占
本
』
の
紹

介

―
」（「
書
籍
文
化
史
」
十
七
、
平
成
二
十
八
年
一
月
）。

（
15
）　

原
本
通
り
で
は
な
い
が
、
活
字
本
『
天
満
宮
歌
占
』（
平
成
二
十

三
年
、
亀
戸
天
神
社
刊
）
が
あ
る
。

（
16
）　

平
成
二
十
五
年
十
月
、
東
北
大
学
に
於
け
る
日
本
思
想
史
学
会
で

の
芹
澤
寛
隆
氏
の
発
表
「
法
華
経
と
御
鬮
」
の
配
布
資
料
に
よ
る
。

（
17
）　

太
宰
府
天
満
宮
蔵
、
未
見
。
一
部
分
の
コ
ピ
ー
を
見
た
の
み
で
あ

る
。

（
18
）　

初
編
三
巻
三
冊
。「
広
文
庫
」
所
引
に
よ
る
。

（
19
）　

註
（
9
）
に
同
じ
。

（
20
）　

戸
隠
山
で
は
各
坊
が
「
配
札
檀
家
」
を
持
つ
て
ゐ
た
（「
新編
信
濃
史

料
叢
書
」
第
十
四
巻
所
収
、「
本
坊
並
三
院
衆
徒
分
限
帳
」）。

（
21
）　

こ
れ
は
態
々
記
す
こ
と
で
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
古
書
目
録

が
天
明
四
年
の
も
の
に
見
え
る
様
な
書
方
な
の
で
、
こ
れ
を
以
つ

て
、「
お
み
く
じ
札
」
の
所
見
が
天
明
に
上
る
か
、
と
思
は
れ
な

い
た
め
、
念
の
た
め
記
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。

（
22
）　

こ
こ
に
紹
介
し
た
「
文
久
二
年
」
の
「
お
み
く
じ
札
」
も
「
お
み

く
じ
本
」
に
挟
込
ま
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
中
澤
伸
弘
氏

蔵
の
「
貼
込
帖
」（
27
×
39
糎
、
五
十
面
の
折
帖
）
に
は
、
色
々

な
も
の
が
貼
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
に
「
お
み
く
じ
札
」
が
二

十
三
枚
貼
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
当
時
の
人
が
保
存
の

た
め
に
貼
込
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
後
世
の
収
集
家
が
貼
込
ん
だ

も
の
で
あ
る
。

（
23
）　

註
（
14
）・（
15
）
参
照
。

（
平
成
三
十
年
六
月
六
日
稿
）　

（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
員
）


